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一一般般財財団団法法人人用用瀬瀬町町ふふるるささとと振振興興事事業業団団  経経営営状状況況報報告告書書  

 

１１  法法人人のの概概要要  

（１）名 称  一般財団法人用瀬町ふるさと振興事業団 

（２）目 的  当法人は、鳥取市用瀬町に伝わる流しびなの伝統行事を後世に伝承

するとともに、その文化を伝える施設の管理運営に関する事業を行

い、もって地域振興に寄与することを目的とする。 

（３）一般財団法人認可年月日    平成２５年３月１９日 

                （財団法人用瀬町ふるさと振興事業団設立許可年月日 

 平成４年４月１日） 

（４）設立登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人用瀬町ふるさと振興事業団設立登記年月日 

 平成４年４月１０日） 

（５）指定正味財産  出捐金      ２，０００，０００円 

内 訳  鳥取市        １，０００，０００円 

鳥取いなば農業協同組合  ５００，０００円 

八頭中央森林組合     ３００，０００円 

鳥取市南商工会      ２００，０００円 

（６）役 員 構 成  理 事  理事長 西村清太郎 他９名 

            評議員  ３名 

                     監 事  ２名 

（７）事 務 所  鳥取市用瀬町別府３３番地３ 
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２ 令和７年度事業実施状況 

 当法人は、令和７年度の事業として掲げる、 

 （1） 流しびな行事の実施に係る事業 

 （2） 流しびな行事の文化を広く伝える施設「流しびなの館」の管理運営に係る事業 

 （3） 観光客への土産物販売事業 

 （4） 観光客の休息のための飲食店営業事業 

 （5） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

に則り、諸事業を遂行すると共に、経費のより一層の削減と集客・収入増加へ向けて取り組ん

だ。 

 

 特別展示としては、「佐治町・岡村寬道絵画コレクション展」を通年実施した。 

 

 令和６年度は４月と３月に年度内２回の「流しびな行事」が行われたが、７年度はない年で、人

出は少なかったようだった。新型コロナウィルスの影響も無くなりつつあるが、春から夏・秋にか

けて高温が続いた影響等もあり、当地への観光客団体バスツアーの立ち寄りが減少のまま推移し、

入館者は低迷している状況である。 

  また、地元のときわ流しびなの会と連携した「流しびなづくり体験」は、１件、１７名の利用に

止まった。 

 

 観光物産センターにおいては昨年同様に、喫茶で新たなメニューを追加しテイクアウト弁当に力

を入れると共に、ランチに工夫を重ねて来た。またＳＮＳ「インスタグラム」を活用して、日替わ

りランチや新メニューを画像付きで発信を続けており、閲覧者また来訪者の増加をはかって来た。

食事の内容は地元を含め近隣の利用者に好評を得ており、リピーターも増加し、売上も昨年同様と

なった。 

 しかし昨今の、米を始めとした原材料仕入れの価格が何度も高騰を重ねていることから、昨年の

１１月に若干の値上げを実施したが、その後もあらゆる材料が更に何度も上昇し、これによる収益

の低下が懸念される状況が続いている。 

 また、２階の和室を利用した食事や法事の会食や弁当等も、椅子とテーブル席が好評ではあるが

ほぼ昼間の利用であり、昼時から飲酒を伴う会が少なくなって来つつあり、しかも夏場が高温とな

った影響もあり客数は昨年より若干減少した。 

 

 尚、喫茶部門においては、原材料をなるべく地元産にして地産地消に心掛け、地元の人が安く安

心して利用出来るよう取り組むと共に、衛生面における職員の安全意識をより一層高め、近年のノ

ロウィルス感染拡大を始めとした食中毒等の防止と、更にはコロナなどの感染防止対応を続け、消

毒の徹底と排煙窓を利用した換気も年間を通して実施しつつ、安全対策に取り組んでいる。 

 

 運営については、昨今の最低賃金上昇や、流通状況の経費増、仕入れ価格の上昇、中東情勢の悪

化による石油由来の製品高騰などの価格上昇の中にあるが、鳥取市の物価高騰支援等もあり、本年

度は若干の黒字となった。 
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（１）令和７年度施設利用状況  

令和７年度総利用者数            （７年度流しびな行事 なし。 ） (単位：人) 

流しびなの館 観光物産センター 

展示室入館者  3,933 売店利用者数 15,206 

ふれあいホール 293 喫茶利用者数 11,693 

 

 

 

 

休憩室利用者 

 

1,466 

 

小計 4,226 小計 28,365 

利用者合計                                 32,591 

 

業務別 内訳  

①   流しびなの館 

                  （単位：人） 

 

 

 

 

 

展 示 室 入 館 者 数 内 訳 

 展示室入館者 

 

3,933 

有料入館者 

 

  2,087 

無料入館者 

中学生以下 

   570 

無料入館者 

障がい者等 

130 

無料入館者 

要介護者等 

   191 

無料入館者 

その他 

  955 

入   館   料  

   469,115円  

②  観光物産センター 

                                (単位：円) 

 

 

  

 

 

 

販    売  

 

 

 

 

受    託    商     品 買    取   商    品 

受託販売額 精  算  額 差引手数料 売  上  額 仕  入  額 差引収益額 

   1,202,945    860,696 

 

 

    342,249 

切手類取扱手数料 

     37,295 

   69,080 

 

 

    12,826 

 

 

 56,254 

 

 

 

 
 

                             (単位：円) 

喫      茶 

売  上  額 原材料費 差引収益額 

  14,444,571    4,834,462    9,610,109 

 

  創作料理「雛ものがたり」利用数 

（単位：人） 

4月 37 5月 38 6月 75 7月 1 8  8月 21 9月 30 

10月 4 7  11月 43 12月 21 1月 6 2月 41 3月 22 

                                               合計  399 

 

  ③ 施設利用件数及び人数 

流しびなの館ふれあいホール 観光物産センター休憩室 使 用 料 

   14件 293人 134件 1,466人 56,250円 
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（２）令和７年度決算書 （令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 (単位：円) 

収       入 

科     目 金    額 

 

１ 指定財産運用収入 

２ 事 業 収 入 

   （入館料） 

    （販売喫茶） 

    （施設使用料） 

３ 指定管理料他収入 

４ 雑 収 入 

５ 前期繰越収支差額 

 

        424 

 15,416,236 

             （469,115） 

            （14,890,871） 

               （56,250） 

 21,598,000 

    168,105 

 11,724,786 

収  入  合  計 ４８，９０７，５５１ 

支      出 

 

１ 事  業  費 

  １流しびな伝承事業 

  ２施設管理事業 

    １流しびなの館管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

    ２観光物産ｾﾝﾀｰ管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

 

２ 管    理    費 

 

  34,013,375 

       55,167 

  

   12,566,446 

             （7,075,134） 

             （5,491,312） 

   21,391,762 

            （13,480,026） 

             （7,911,736） 

 

   3,078,412 

支    出    合    計 ３７，０９１，７８７ 

                          次期繰越額   １１，８１５，７６４円 
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（３）令和７年度貸借対照表  （令和８年３月３１日現在） 

 

 

  

出捐金
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（４）令和７年度正味財産増減計算書 

     （令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで） 
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（５）令和７年度財産目録（令和８年３月３１日現在） 
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３ 令和８年度事業計画及び予算 

（１）令和８年度事業計画 

１．流しびな行事伝承事業 

  流しびな行事の運営実施 

流しびなに向けての体制づくり。 

令和８年４月１９日（日）の流しびな行事の実施及び令和９年４月９日の行事に向けた準備

を行う。 

用瀬流しびな実行委員会に全面協力し、町内公民館（自治会）組織や各団体と連携して運営

実施の準備をする。また、ポスター・パンフレットを作成し、広く広報する。 

「もちがせ流しびな」の、国の重要無形民俗文化財指定への全面協力を行う。 

流しびな行事が、文化庁によって記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財（選択無形民

俗文化財）に答申された事によって、いよいよ令和８年度から記録の作成や保存などの方策につ

いて資料や活動の記録が作成されるにあたり、これに全面的に協力を行う。 

 

２．流しびなの館  観光物産センター管理運営事業 

特別展 年３回（期間４ヶ月程度を３回）実施予定。 

マラニック、公民館まつり等、地域の行事に協力実施。 

ときわ流しびなの会と連携し、流しびな製作体験を実施。（通年） 

ホームページ・インスタグラム等を活用し、情報発信を行う。（通年） 

 

３．特産品販売事業 

売店 受託販売方式により、市内及び町内特産品のＰＲ・展示販売。 

 

４． 飲食店営業事業 

喫茶 ２階和室での「雛ものがたり」の需要を県外客にも広げる。 

    （旅行会社へのＰＲの強化） 

コーヒー、ジュース及びランチ、定食、和定食などの食事の提供。 

    和室を利用した食事会、懇親会の誘致。 

    「用瀬マラニック大会」などに会場提供及び協賛など、地域行事に協力。 
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（２）令和８年度予算 

 

                                            (単位：円) 

収       入 

科     目 金    額 

１ 指定財産運用収入 

 

２ 事 業 収 入 

   （入館料） 

    （販売喫茶） 

    （施設使用料） 

 

３ 指定管理料等収入 

 

４ 雑 収 入 

 

５ 前期繰越収支差額 

 

 

 

 

 

          0 

 

 15,700,000 

             （750,000） 

            （14,900,000） 

              （50,000） 

 

 25,943,000 

 

    170,000 

 

11,517,000 

 

 

 

 

 

収  入  合  計 ５３，３３０，０００ 

支      出 

 

１ 事  業  費 

 

  １流しびな伝承事業 

  

 ２施設管理事業 

   １流しびなの館管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

    ２観光物産センター管理事業 

        （人 件 費） 

        （事業経費） 

 

２ 管    理    費 

 

３ 予    備    費 

 

 

 

 

 

  38,060,000 

 

      150,000 

 

 

   14,351,000 

             （7,655,000） 

             （6,696,000） 

   23,559,000 

            （15,033,000） 

             （8,526,000） 

 

   3,753,000 

 

 11,517,000 

 

 

 

 

支    出    合    計 ５３，３３０，０００ 

 




